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直方市GIS
活用推進委員会
直方市GIS

活用推進委員会

設置年度 平成21年度設置年度 平成21年度
設置目的 ◆ GISに対するニーズの掘り起こし設置目的 ◆ GISに対するニーズの掘り起こし

◆ 情報の一元化◆ 情報の一元化
◆ 職員の業務改善意識の向上◆ 職員の業務改善意識の向上
◆ ITスキルの向上◆ ITスキルの向上

メンバー GISWG（2０名）＋ 原課の職員メンバー GISWG（2０名）＋ 原課の職員



GIS活用推進委員会GIS活用推進委員会

システム
導入検討
予算確保

庁内活用事例の紹介
全庁GISの普及

コンセプト
マップ
原点回帰

業務改善プロジェクト
システムと運用の改善

Portal 
For

Arcgis の
運用検討

H22H22 H24H24H23H23H21H21 H26H26 H27H27H25H25

業務改善プロジェクト
システムと運用の改善

H28H28 H29H29
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住基ポイントリアルタイム
更新プロジェクト



住基ポイントは
プロジェクト開始以前から整備
住基ポイントは
プロジェクト開始以前から整備
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しかし、その住基ポイントに
問題点があることが判明

しかし、その住基ポイントに
問題点があることが判明



⇒ データの内容と実情にタイムラグが生じる…⇒ データの内容と実情にタイムラグが生じる…

「情報部門」での更新

「年に一度」の更新

⇒ ポイント位置の精度が低いものとなってしまう…⇒ ポイント位置の精度が低いものとなってしまう…

災害など人命を左右するような
シビアな業務に活用できない！！
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住基ポイントは
プロジェクト開始以前から整備
住基ポイントは
プロジェクト開始以前から整備



平成26年度
住基ポイントリアルタイム

更新プロジェクト

平成26年度
住基ポイントリアルタイム

更新プロジェクト
目 的

◇ 住基ポイントの整備・維持管理体制
の確立

◇ 住基ポイントの整備・維持管理体制
の確立

◇ 住基ポイントのリアルタイムな更新
及び管理

◇ 住基ポイントのリアルタイムな更新
及び管理

直方市GIS活用推進委員会で
プロジェクトチームを結成!!

直方市GIS活用推進委員会で
プロジェクトチームを結成!!
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市民課窓口に着目市民課窓口に着目

77

市民課窓口

転入 転出 死亡

届出があったときにポイントの
作成、削除ができれば、

リアルタイムでのポイント管理が
可能になるのではないか・・・
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８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

住
基
ポ
イ
ン
ト
リ
ア
ル
タ
イ
ム
更
新

▲第1回協議：プロジェクトの進め方
▲第2回協議：企画書作成
▲プレゼンリハーサル

▲第3回協議：視察先の決定・問題点検討
▲糸島市視察
▲第4回協議：アプリケーションの選定
▲プレゼンリハーサル
▲第5回協議：住民票異動パターンの検討

▲プレゼンリハーサル
▲第6回協議：システム仕様検討

▲第7回協議：デモリハーサル
▲市民係向けデモ
▲プレゼンリハーサル
▲報告書作成

委
員
会

第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

住基ポイントリアルタイム更新プロジェクト住基ポイントリアルタイム更新プロジェクト



住基ポイントの更新方法住基ポイントの更新方法
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異動事由 異動区分

住 所 設 定
全 部

一 部

転 出 取 消
全 部

一 部

職 権 消 除
全 部

一 部

世 帯 合 併

世 帯 分 離

死 亡

異動事由 異動区分

転 入
全 部

一 部

転 出
全 部

一 部

転 居

全 → 全

全 → 一

一 → 全

一 → 一

世帯員構成変更

住民異動パターンの整理住民異動パターンの整理
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シンプルにルール化!!



ポイント異動のルール化 ①、②ポイント異動のルール化 ①、②
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異動事由 異動区分

転 入
全 部
一 部

転 居 一 → 全
住 所 設 定 全 部
世 帯 分 離

異動事由 異動区分
転 出 全 部
転 居 全 → 一

職 権 消 除 全 部
世 帯 合 併
一人世帯死亡

「世帯番号」ができる「世帯番号」ができる 「世帯番号」がなくなる「世帯番号」がなくなる

ポイント作成ポイント作成 ポイント閉鎖ポイント閉鎖
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ポイント異動のルール化 ③ポイント異動のルール化 ③
異動事由 異動区分

転 入
全 部
一 部

転 居 一 → 全
住 所 設 定 全 部
世 帯 分 離

異動事由 異動区分
転 出 全 部
転 居 全 → 一

職 権 消 除 全 部
世 帯 合 併
一人世帯死亡

異動事由 異動区分
転 居 全 → 全

３つのルールでＯＫ！！３つのルールでＯＫ！！

ポイント閉鎖して ポイント作成ポイント閉鎖して ポイント作成
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アプリケーション ArcGIS Desktop WEB ADF Silverlight
インストール 必要 不要 不要
画面構成 複雑 シンプル シンプル
拡大 有 有 有
縮小 有 有 有

検索 クエリ機能
（カスタマイズ必要）

クエリ機能
（標準）

クエリ機能
（標準）

表示速度 速い 遅い 速い
作成 複雑 容易 容易
削除 複雑 容易 容易
属性入力 複雑 容易 容易
保存 手動保存 自動保存 自動保存

セッション 切れない 切れる 切れない
印刷 有 有 有

エクスポート 有 無 有

使用するアプリケーションの検証使用するアプリケーションの検証
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Demonstration!!Demonstration!!
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世帯から個人のポイントへ世帯から個人のポイントへ
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世
帯
Ｃ
Ｄ

世帯ポイント
約27,000ポイント

ＹＸ
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属性データ



世帯から個人のポイントへ世帯から個人のポイントへ
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住民基本データ（EXCEL）
約57,000人

世
帯
Ｃ
Ｄ

ＹＸ

世
帯
Ｃ
Ｄ
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属性データ

ＧＩＳに変換



世帯から個人のポイントへ世帯から個人のポイントへ
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住基ポイント
約57,000ポイント



住基ポイントの活用事例住基ポイントの活用事例
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◆ 民生委員マップ◆ 民生委員マップ

住基ポイントデータ活用事例住基ポイントデータ活用事例
◆ 災害要援護者支援業務◆ 災害要援護者支援業務

◆ 選挙投票区割の見直し◆ 選挙投票区割の見直し
◆ 自治区割の見直し◆ 自治区割の見直し

◆ 粗大ごみの受付業務◆ 粗大ごみの受付業務

◆ 国勢調査への活用◆ 国勢調査への活用
etc…etc…

◆ 消防指令台システムへの活用◆ 消防指令台システムへの活用

◆ 各種計画への活用◆ 各種計画への活用

2017.11.17 G空間サミット20172017.11.17 G空間サミット2017



災害時要援護者支援業務災害時要援護者支援業務
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災害時要援護者支援業務プロジェクト災害時要援護者支援業務プロジェクト

2121

災害時に援護を必要とする高齢者・障がい者等

在宅で生活している者

家族等の支援が得られない者

家族等の支援が得られない
おそれのある者

避難情報の伝達
安否の確認が必要

施
設
入
居
者

施
設
入
居
者

家
族
等
の
支
援
を

得
ら
れ
る
者

家
族
等
の
支
援
を

得
ら
れ
る
者
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災害時要援護者支援システム災害時要援護者支援システム

22222222要援護者

情報提供・安否確認

民生班

PASS!!
避 難 準 備 情 報
避難勧告・避難指示

情報班

2017.11.17 G空間サミット20172017.11.17 G空間サミット2017



国勢調査への活用国勢調査への活用
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国勢調査（指導員用）アプリケーション国勢調査（指導員用）アプリケーション

24
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調査区
単位区

住基ポイント

担当調査員を確認可能
電話対応の時間短縮!!

回収漏れの世帯を確認可能
交付税アップにつながる!!

国勢調査（指導員用）アプリケーション国勢調査（指導員用）アプリケーション

25
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住民基本台帳と国勢調査の比率（回収率）

住基+外国人 国勢調査 回収率
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住基+外国人 国勢調査 回収率

住基ポイント
＋GIS導入
住基ポイント
＋GIS導入
実施前の予測実施前の予測
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住基ポイント
＋GIS導入後
住基ポイント
＋GIS導入後

2017.11.17 G空間サミット20172017.11.17 G空間サミット2017



59,549 59,048 
58,319 

57,497 57,013 
56,309 

96.6 96.6
96.6

95
96
97
98
99
100

54,000

56,000

58,000

60,000

2005 2010 2015

予 測

住基+外国人 国勢調査 回収率

59,549 59,048 57,847 

57,497 57,686 
57,146 

96.6
97.7

98.8

95
96
97
98
99
100

54,000

56,000

58,000

60,000

2005 2010 2015

結 果

住基+外国人 国勢調査 回収率

2010年 57,686人(結果) ‒ 57,013人(予測) =  673人2010年 57,686人(結果) ‒ 57,013人(予測) =  673人
2015年 57,146人(結果) ‒ 56,309人(予測) =  837人2015年 57,146人(結果) ‒ 56,309人(予測) =  837人

１人当たりの交付税額 110,000円（概算）１人当たりの交付税額 110,000円（概算）
2010年 673人 × 110,000円 × 5年 = 3億7015万円2010年 673人 × 110,000円 × 5年 = 3億7015万円
2015年 837人 × 110,000円 × 5年 = 4億6035万円2015年 837人 × 110,000円 × 5年 = 4億6035万円

効果の算定効果の算定
2017.11.17 G空間サミット20172017.11.17 G空間サミット2017



ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。

福岡県 直方市
加藤 立寛
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